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――選挙戦では特に経済対
策を訴えた。
離島の五島を取り巻く経済環
境は厳しい。主要産業の農林水
産業は価格低迷や後継者不足に
直面。観光は年間70億円前後
の収入があるが、ここ数年は微
減傾向で修学旅行客も減ってい
る。最近の格安航空会社（LCC）
の台頭で航空運賃が劇的に下が
っているのも離島観光の脅威。
離島には船か飛行機で来るしか
ないので、相対的に交通費が高
いイメージを観光客に与えるか
らだ。離島観光の魅力を高める
ようなサービス向上が不可欠と
考えている。

――具体的な活性策は。
まず産業振興に取り組む。離
島の農林水産業は輸送費が余計
にかかる分、本土の競合産地よ
りハンディがある。国の予算を
使って出荷の際の負担軽減策を
講じたい。観光では2014年に

品ぞろえの充実を求めていく。
第４に自然エネルギーの利用
拡大を目指す。現在、国の助成
で電気自動車の普及実験を島内
で展開している。また洋上風力
発電の実験も始まった。自然の
豊かな五島は自然エネルギーの
宝庫。洋上風力発電所が恒久的
な施設になれば、電力が安く供
給できるようになり、企業誘致
の大きな武器になる。

――行政改革については。
市町村合併で五島市が誕生し
て丸８年。合併後10年で人件
費などに充てる国の地方交付税
交付金が段階的に減らされる。
現在は旧５町の首長や議員の数
が暫定措置で交付金の算定に使
われているが、今後は減る。行
政サービスの水準をある程度引
き下げざるを得ない。市民に痛
みをお願いするのだから、行政
側にも痛みを伴う改革が必要だ
と考えている。
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長崎で国民体育大会が開かれる。
宿泊施設を整備し、おもてなし
などの人的なサービスを充実す
る。
次に市民の主体的な地域活動
を支援する。五島市民は３人に
１人が65歳以上の高齢者。一
人暮らしのお年寄りが引きこも
りになったり地域で孤立したり
しないよう、老人が気軽に集ま
れる拠点を作る。そこに子供が
遊びに来たり、若い母親が子育
ての相談をしに来たりといった
ことができる環境を作りたい。
選挙戦では「役所だけで五島を
豊かにできない」と訴えた。市
民と連携して地域全体で高齢化
の問題に対処していく。
第３に島内消費の拡大と地産
地消を進める。どんなに農林水
産業や観光を振興しても、せっ
かく得た金が島外に流出したら、
経済は回らない。長崎市に買い
物に行ったり、通販を利用した
りなどでお金がどんどん島外に
出て行き、それが五島の雇用流
出や商店街の疲弊につながって
いる。市民には中元や歳暮など
で可能な限り地元産品を買って
欲しいとお願いし、商店主にも
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